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つくばr!'i'7Jz守松塚古墳 2012年度発掘調査概要

十五塚古j黄に関する現i·9JI 見は，前期古墳ーのI責任J I~~主をめぐる，渓l市（H ,¥・:j lりり8. J；；；－；行 2000など）

にも一石を投じるものである。 今回の調査結果により復元包れる似域内墳のJH1壬形態は，後／＂＇ ＇J

背IS任 －1m方部長がほぼ 2・！で．前方古Iiが短く！？日くという特て｛肢をもっ。くひ）.L却などが般,'I＇，さ

れていないため，前方古1~111誌についての比 ii安はできないものの， これとfl'-liJJ、したね微を もっliifjりl

i前方後円j賓としては， 筑間市灯火山 －i~I噴 （ i~ifi谷 1 990 ）， つくは iii 山本， 1,·1n (.1-.J 11名ほか 1972)

かすみがうら市EEi宿天千ljiJ家古墳（IJl 1:j:1・El高 1996）.同熊Uff,1,Ji'i (Jll1l1 iりり7）があ り．それら

は似川流域から 113~ ヶ？r l'i 北川：にかけて分布 している。ーブL 桜 J I i卜流j或から霞ヶi!fif半jjギおよび1ヒ

~i日沿岸にかけては ， 仁iiHH'i王塚古墳（ j~＿ ill! 'ill史編さん委員会 1975），美浦村ー愛宕LIJ王l:j'J:fl（，高橋

1990). I百lWl帝山古i真（大竹ほか 1981). ~ijiJJ 来 T!T1支 IHJJ系市J｝~ （茂木ほか l980), )Jflll.1与＇1'11'伊勢山i当

Ji~l ( J支木.）ゴI1J1 1975, WWI大j1982）などのよ うに，1mブj-f:dSが l~FJ かずjiff線 i'.i'J な）f~ !i~ をも っr11T!!JJ前

方後円墳が分布している｝）。こうした墳丘形態の違いがどのような系諮問係を示し，また，そ

の分布肢がどのような意味をもつのかについては．首長系識のあり方（滝沢 1994）とも重ね

合わせながら検討すべき重要な課題と いえよ う。

桜塚古墳では．埋葬施設や副葬品などについても検討すべき課題が数多く残されている。今

回の調査成果を｝JIJI床しつつ、それらについてもさらなる検討を進め，近い将来の最終的な1iJf1'E 

宇佐官？をWJすこととしたい。 ( l屯dて 誠）

謝 辞

今ltIIの間査に際 しては， 桜塚古墳の地特者の方々 にご快諾をいただくと ともに句水守地区の

皆さんからは多方而iにわたるご協力をいただいた。また，茨城県教育委員会．つくば市教育委

員会には，淵交の実施について全般的なご出併とご、gJJ力をいただいた。さ らに］丸地では， 1979

4三の調査を指訂された岩崎卓也先生に親しくごi＇旨導 をいただき， 下記の祐氏からも有益なこιl)J

言－をいただいた。末吉正ではあるカf，百己して！謀説；jをq:1し上げたし」

石橋 充， ：J:IニJ1え敦実， 大村冬樹， 小Uff'寿美子.J::・Yi谷修， 設楽｜専己，日：い：1:1 裕， 谷口｜場子，

長谷川敦］争 El店主j 慎，前EEi 修，松尾正11！安 三宅 祁， LLi 本賢一（五十音）！Ji~ ・敬称Ill告）

註

l ）主！J.i~；＼（文化財としての主主録名｛:.ii; は「水守桜塚古Jj~J （つくば111'教育委員会 2001）であるが，本稿では通

{:.ii; と し て使用されてきた円安塚7~7J:NtJ の名称をm し、る。

2) l 979 if制査の相Milでは拘戦IZl rni の方｛立を M.t, ~ 1 ヒで、表示 しているが （？fl'iJ京・ 松尾 1981 ）、 本稿の掲紋 l:Zlfffi

では真北で表示することと した。なお，持塚古墳のil¥IJ最J)ZI（第 2j;.:{J）については，部分的なネfl'i）ζ・修

正を}Jj］えつつ， 1979年捌査当H寺のものを使用した。

3 ） 前 fj '/1 1 ~が聞かずi直線i’J(J な J i三w~ をとるものの 1:J:i には 1 前方部長が後｜一！：j部f.f，に迫るほどキIll長ーいものと（王

j家i~iJ1~. 伊勢山jlj)1ii ）.「iii 万部長が｛を 1:i:1:1'i l ）筏の 2/3 1~1\1支の もの（愛宕 LLJ1:1;jl賞。制音l.LJr1.:JT1~. i支 IHJ J主~r~I ~ 

なと、）が有白毛I二し’部II分が可能である。
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考古学実習（茨城県つくば－m－ ・桜j家古j賞）

研究活動報告

常木晃， ＼Wl~i~ i江主ちジャンモ・サ－＇）， ブライ・フリパル・ペトラ (JlJJ1111 : l 2/2～ l 2/l4) 

先史学実習（栃木県むけ！？市.~·；多山公！~Iトヒ i協窯問辺地 1:1:1 探査）

三宅裕， i辰巳祐樹（J!)JIM1.11/14～ l l/17）。（大学実験室内作業）谷口陽子、辰巳桁11it＇ジャンモ・サー

I j .ブライ・ブリパル・ペトラ（JUJll:J. l l/J 2～ i l/l 3) 

常木晃 イラン・アルザンジャン地！互の考古学踏査ーイラン｜三l立考古学博物館での資料調査 Anothc1 

Image of Complexity: the Case of Tell eトKerkh,in Nishiaki, Y., Kashima, K., and Verhoeven, M. (eels.) Neolithic 

A1℃hピieo!o幻｝ in the Khabur Vallのう UpperMesopotamia and Beyοnd. Studies in Early Near Eastern Production、

Subsistence, and Environment 15ヲ Berlin、exOriente. 「南イランにホモ・サゼエンスの足跡を係るーアルサ

ンジャン・プロジェクト 2012-Jf考古学が詰る i引七オリエント 20l2J 日本酉アジア考古学会（共著）

日IJ~JC文明の基j冒としての；－1；代民アジア文明J取手市埋蔵文化！！オセンター第 33lfil企画展アジアの西と東

メソポタミア 8000ifと取手一昨武コレンクション（講演） Archaeological Investigation at Tang冊 CSikan 

Cave. Arsanjan Paleolithic oj'fJ・an ( ［］出発表）， Tell cl同 Kcrkh20 I 0. Chronique A1℃heofogique en S)J1・ie：勾c;ecial

issue Docwηenring the Annualιx:cav正1tioηRり？OrtsConcerning the A1℃hαeological Aclivities in勾Jria,Excavation 

Reports of 20 I 0-20 l l、TheDirectorate General of Antiquities and Museums （共若） • An introduction to the Old 

a New Arsa1リanProject. Prehistoricイl℃haeologicalResearch in the A川 anjanRegion （招待誹演）． じlヒ束イラン

の新石器化ータペ・サンギ・チャハマックの調査成果から－ J r 日本田アジア考古学会第 l8 !IT!総会・大

会要旨集J. Introduction. Considerαti on仰・ theDead: Studies jiwn the Neolithic Cemetery ar Tell el-Kerkh （仁i

Bf［発表） ’rhe Archaeology of Death in the Late Neolithic: a View From Tell el-Kerkh, in Nieuwenhuysc 0. P「 R

Bernbeck, P.P.M.G. Akkcrm礼ns,and J. Rogasch (eds.) Jmerpreting thとLate八leo!ithiι、ofUpper A允'lOjJO／αmia,Brcpols 

Publishers Turnhout. Proto-Neolithic cave古 andNeolithisation in the Southern Za口1・0弓 inMatthews R. and H 
b ’ 

Fazcli Nashli (eels.）刀1eNeolithisation o/lran, The Forrnationρ／New Societies, Oxbow Books, Oxford. 1、appell 

S丘I 巳 C〔：ha

The八leo!ithi.

Syrian and Beyond. ThσO!ilノβ Oillコ 川du正’Ii、011川 thσAηciど1111：θst M♂diterranean （口頭発表） ”刊cSite of Tappeh 

Sang心 Chakhmaq’＼“Potteryand Other Objects” The First Fαrming Village in Northeast Iran and Turan: Tappeh 

Sangィ Chakhmaq正mdβeyond(l二！頭発表）

三宅 裕 トルコ，ハッサンケイフ・ホユック遺跡の発掘調査 「凶lアジア型法制と家畜の乳手ljffl -

遊牧の成立をめぐってj大沼克彦編 fユーラシア乾燥地域の法相｜：民と遊牧民l I {JJJ指定住集落の姿を探

る トルコ，ハッサーンケイフ.;J：；ユック 2012年度の調査Jr考古学が語る古代オ 1）エント： 1Jf'E20 IITIT!ぽア

ジア発掘調査報告会報告集－~ （共著） 「カゼイン由来のペプチドを指標とした乳利mの起iW、の検証可能

性－ MALDI/TOF質量分析装置をrnし、たiff{llli系－ Jn背広吉jfif大学学卒pj：研究報告J34巻（共著） Recent 

Progress in the Neolithic Investigations of the Anatolian Tigris Valley.八reolirhicArchαeology in the Khobur Valley, 

的？perMesoporami正1and Beyond. Hasankeyf 1 !0yi.ik/Batman: Dicle"nin ilk Koyi.i. ArkeoAt!as 8-2013. Salat Camii 

Yall!: Evcirlc手tirmcylegelcn (:oku早 ArkeoAt!as8匂2013. Hasankeyf Hoylik/Batman. ArkeoAt!as 240. Salat Camii 

Yan1 Kaztlan: 2004-2008. Jhsuβaraj1 ve HES Projesi Arkeolojik KcJZ1!arr: 2004-2008 <;ah≫mafart （共著）． Excava-

lions al Salat Carnii Ya111 2004-2008. The Il1s11 DamαM f-IEP Projecr Eλ℃αvatio川.Se正1son2004-2008 Ut若）．「［L_l:j

アジアにおけるjl材IJJ「！の起源とその技術的展開H第 Hi!アジア考古学問学会合同講演会 アジアの青銅器j

(Cl頭発表） 「ネ）］！制定住集落のi去を絞る ートルコ、ハサンケイフ・ホユック第 2 次 m~1査（2012)J Pt~20 

!ill間アジア発制調査報告会J（仁！頭発表）、 「南東アナトリアにおける定住化と ~t業J lf.交替｝~lj プ！コシ、エクト
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